
(57)【要約】

【課題】常温下で、燃料として純水を用いて発電を行う

ことのできるウオーターエネルギーシステムを提案する

こと。

【解決手段】ウオーターエネルギーシステム１は、一般

的な燃料電池と同様に、そのセルが、触媒２を挟み、燃

料極３と酸素極４が対向配置された構造となっている。

燃料極３として、ゼオライト、コーラルサンドおよびカ

ーボンブラックの微粒子粉末の焼結体に白金が担持され

たものを用いており、酸素極４として、ゼオライトおよ

びカーボンブラックの微粒子粉末の焼結体にルテニウム

が担持されたものを用いている。純水５を燃料極３に供

給し、酸素極４に空気を送り込むと、常温下において発

電する。

【選択図】図１

JP 2006-244714 A 2006.9.14



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 燃 料 極 と 酸 素 極 を 電 解 質 を 挟 み 対 向 配 置 さ せ 、
　 前 記 燃 料 極 に 純 水 を 供 給 し 、
　 前 記 酸 素 極 に 酸 素 を 供 給 し 、
　 前 記 燃 料 極 お よ び 前 記 酸 素 極 で 発 生 す る 電 気 化 学 反 応 に よ り 、 こ れ ら の 極 か ら 直 流 電 力
を 出 力 さ せ 、
　 前 記 燃 料 極 と し て 、 ゼ オ ラ イ ト 、 コ ー ラ ル サ ン ド お よ び カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク の 微 粒 子 粉 末
の 焼 結 体 に 白 金 が 担 持 さ れ た も の を 用 い 、
　 前 記 酸 素 極 と し て 、 ゼ オ ラ イ ト お よ び カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク の 微 粒 子 粉 末 の 焼 結 体 に ル テ ニ
ウ ム が 担 持 さ れ た も の を 用 い る こ と を 特 徴 と す る ウ ォ ー タ ー エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 水 を 燃 料 と し て 、 常 温 雰 囲 気 中 に お い て 発 電 を 行 う こ と の で き る ウ ォ ー タ ー
エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 に お い て は 各 種 の 燃 料 電 池 が 提 案 さ れ て い る 。 燃 料 電 池 は 、 電 気 化 学 反 応 を 利 用 し
て 電 力 を 発 生 す る 装 置 で あ り 、 そ の セ ル を 構 成 す る 材 料 の 種 類 に も よ る が 、 様 々 な 種 類 の
物 質 が 燃 料 と し て 用 い ら れ て い る 。 例 え ば 、 メ タ ノ ー ル や ホ ア ル ム ア ル デ ヒ ド の よ う な 有
機 物 質 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 一 般 的 な 燃 料 電 池 で は 、 そ の 燃 料 極 に 対 し て 効 率 良 く 水 素 を 供 給 で き る よ う に
、 燃 料 を 直 接 に 燃 料 極 に 供 給 す る 前 に 燃 料 改 質 器 に 通 し て 改 質 し て い る 。 燃 料 を 直 接 に セ
ル の 燃 料 極 に 供 給 し て 酸 化 す る シ ス テ ム と し て は 、 例 え ば 、 ダ イ レ ク ト メ タ ノ ー ル 形 燃 料
電 池 が 知 ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 メ タ ノ ー ル な ど の 燃 料 を 用 い る こ と な く 、 純 水 を 用 い て 常 温 下 で 発 電
を 行 う こ と の で き る ウ ォ ー タ ー エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム を 提 案 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の ウ ォ ー タ ー エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム は 、 燃 料 極 と 酸
素 極 を 電 解 質 を 挟 み 対 向 配 置 さ せ 、 前 記 燃 料 極 に 純 水 を 供 給 し 、 前 記 酸 素 極 に 酸 素 を 供 給
し 、 前 記 燃 料 極 お よ び 前 記 酸 素 極 で 発 生 す る 電 気 化 学 反 応 に よ り 、 こ れ ら の 極 か ら 直 流 電
力 を 出 力 さ せ 、 前 記 燃 料 極 と し て 、 ゼ オ ラ イ ト 、 コ ー ラ ル サ ン ド お よ び カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク
の 微 粒 子 粉 末 の 焼 結 体 に 白 金 が 担 持 さ れ た も の を 用 い 、 前 記 酸 素 極 と し て 、 ゼ オ ラ イ ト お
よ び カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク の 微 粒 子 粉 末 の 焼 結 体 に ル テ ニ ウ ム が 担 持 さ れ た も の を 用 い る こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 の 実 験 に よ れ ば 、 本 発 明 に よ る ウ ォ ー タ ー エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム に お い て 、 燃 料
極 に 直 接 に 純 水 を 供 給 す る と 、 そ こ に 含 ま れ て い る 水 素 が 効 率 良 く 酸 化 分 解 さ れ 、 常 温 下
に お い て 効 率 良 く 発 電 動 作 が 行 わ れ る こ と が 確 認 さ れ た 。 よ っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来
の よ う に 、 メ タ ノ ー ル な ど の 燃 料 ガ ス を 用 い る こ と な く 、 簡 単 な 機 構 に よ っ て 効 率 良 く 発
電 を 行 う こ と の で き る 燃 料 電 池 シ ス テ ム を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 以 下 に 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を 適 用 し た ウ ォ ー タ ー エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の 実 施 の 形
態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 本 実 施 の 形 態 に 係 る ウ ォ ー タ ー エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。 ウ ォ ー
タ ー エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム １ は 、 水 と 触 媒 の 電 気 化 学 反 応 に よ っ て 発 電 を 行 う シ ス テ ム で あ
り 、 基 本 的 な 構 成 は 一 般 的 な 燃 料 電 池 の 場 合 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 に 示 す よ う に 、 ウ ォ ー タ ー エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム １ は 、 触 媒 ２ を 挟 み 、 燃 料 極 ３ （ ア ノ
ー ド ） と 酸 素 極 ４ （ カ ソ ー ド ） が 対 向 配 置 さ れ た 構 成 の セ ル が 、 多 数 個 直 列 に 接 続 さ れ た
構 造 と な っ て い る 。 図 に お い て 一 つ の セ ル の み を 示 し て あ る 。 燃 料 極 ３ に は 、 純 水 ５ が 直
接 に 供 給 さ れ 、 そ こ に 含 ま れ る 水 素 が 触 媒 に よ っ て 、 水 素 イ オ ン と マ イ ナ ス 電 子 に 電 気 分
解 さ れ る 。 他 方 の 酸 素 極 ４ に は 外 部 か ら 空 気 が 供 給 さ れ 、 そ こ に 含 ま れ て い る 酸 素 が 触 媒
に よ り 、 水 素 イ オ ン と 還 元 反 応 し て 水 が 生 成 さ れ る 。 生 成 さ れ た 水 は 不 図 示 の 回 収 路 を 介
し て 、 燃 料 極 ３ の 側 に 循 環 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 燃 料 極 ３ お よ び 酸 素 極 ４ は 、 そ れ ら か ら 引 き 出 さ れ て い る 導 線 ６ 、 ７ を 介 し て 外 部 負 荷
８ に 接 続 さ れ て い る 。 外 部 負 荷 ８ は 直 流 電 流 で 駆 動 す る モ ー タ 、 ラ ン プ な ど で あ る 。 外 部
負 荷 ８ の 代 わ り に 、 あ る い は 、 こ れ と 共 に 、 導 線 ６ 、 ７ を 、 電 気 二 重 層 キ ャ パ シ タ ー な ど
の 二 次 電 池 ９ に 蓄 え 、 イ ン バ ー タ ー １ ０ を 介 し て 交 流 を 供 給 可 能 な 交 流 電 源 と し て 用 い る
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 本 例 で は 、 燃 料 極 ３ と し て 、 ゼ オ ラ イ ト 、 コ ー ラ ル サ ン ド お よ び カ ー ボ ン ブ ラ
ッ ク の 微 粒 子 粉 末 の 焼 結 体 に 白 金 が 担 持 さ れ た も の を 用 い て い る 。 ま た 、 酸 素 極 ４ と し て
、 ゼ オ ラ イ ト お よ び カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク の 微 粒 子 粉 末 の 焼 結 体 に ル テ ニ ウ ム が 担 持 さ れ た も
の を 用 い て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 構 成 の ウ ォ ー タ ー エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム １ の 発 電 動 作 を 説 明 す る 。 純 水 ５ を 燃 料 極 ３
に 供 給 す る と 、 そ れ が 電 気 分 解 さ れ て 水 素 と 酸 素 が 生 成 さ れ 、 水 素 が 電 気 化 学 反 応 に よ り
水 素 イ オ ン お よ び マ イ ナ ス 電 子 に 分 か れ る 。 こ の 反 応 は 水 素 が 電 子 を 放 出 す る の で 酸 化 反
応 で あ る 。 生 じ た 水 素 イ オ ン は 触 媒 ２ を 通 っ て 酸 素 極 ４ に 移 動 す る 。 触 媒 ２ は イ オ ン 透 過
性 は あ る が 電 子 は 通 さ な い の で 、 マ イ ナ ス 電 子 は 導 線 ６ を 介 し て 外 部 に 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 酸 素 極 ４ に は 空 気 が 送 り 込 ま れ て お り 、 そ こ に 含 ま れ る 酸 素 が 、 触 媒 ２ を 通 っ て
供 給 さ れ る 水 素 イ オ ン と 、 外 部 回 路 を 介 し て 供 給 さ れ る 電 子 と が 還 元 反 応 し て 、 水 が 生 成
さ れ る 。 こ れ に よ り 発 電 が 行 わ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た ウ ォ ー タ ー エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
１ 　 　 ウ ォ ー タ ー エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム
２ 　 　 触 媒
３ 　 　 燃 料 極
４ 　 　 酸 素 極
５ 　 　 純 水
６ 、 ７ 　 導 線
８ 　 　 負 荷
９ 　 　 二 次 電 池
１ ０ 　 イ ン バ ー タ ー
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【 図 １ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 3月 9日 (2005.3.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】
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